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耗
護
の
二
整
居
／不
麦
橋
″

ふ
、
ひ
び
だ
の
一般
管
間
は
，

①
貧
姜
施
討
の
再
管
備
に
つ
し、

て
‐
②
不
姥
橋
の
形
な
に
っ
い

て
の
２
フ
で
す
。

①
貧
実
施
設
の
二
精
僣
麟
．

９

日

陽
日

Ｑ
善
優
協
議
会

で
市

長
？
ら
説
明
の
あ
っ
た
市
κ
合

舘
、
図
書
館
、
ヽヽ
ど
も
綿
合
支

援
ｔ
レ
ク
ー
，
放
告
文
々
セ
シ

タ
ー
、中
央
留
纂
鋭
．
道
の

ｗ
、
少
写
自
然
の
衆
、葎
部
⊃

ミ
セ
ン
ｔ
曰
ム
補
帥
金
さ
活
用

し
て
警
佑
す
３
て
い

，
ｔ
の
で

す
。
日
の
補
帥
金
卍
来
年
嘆
か

工偉
の
達
賃
霧
■

鶏
べ
‐
ス
め
し
だ
は

皓
く
て
層
稿
伊

義
“
ひ
ま
せ
ん

弓
５
年
閣
に
限
ら
糸
〓
３
と
で

悼
魯
間
に
こ
ネ
か
け
の
た
晋

二
整
結
し
て
、
財
政
“
に
大
太

夫
存
い
か
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
が

詢
つヽ
れ
た
り
、
高
民
隻
ｒ
Ｗ
督

え
た
ソ
し
は
い
（
が
、
わ
憤
の

市
暗
（結
０
）げ
高
Ｆ
新
た
た

市
結
ｔ
霞
み
嗜
レ
■
米
た
い
ヘ

ん
な
二
て
に
な
ら
俸
い
の
が
て

管
問
し
ま
す
。
■
た
新
た
⊆
要

裕
す
３
主
∩
駅
ぬ
管
増
遅
誉
の

権
僣
に
つ
し、
て
省
問
し
ま
す
。

市
民
会
幹
の
信
相
か
む
・）ま

で
進
＾
で
い
夕
の
か
ｔ
立
懇
曇
守

の
議
象
と
に
虎
中
学
縁
跡
地
て

す
る
こ
て
い
最
適
た
の
つ
ヒ
．

噴
問
し
ま
す
′。
ま
た
、
静
議
の

再
警
係
に
待
せ
た
裸
ぁ
い
徊
翠

の
考
え
力
ｔ
曽
き
ま
す
。
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修
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‐
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邊
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族
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し
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ろ
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ち
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啓
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ハ

一
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、
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新

し
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世
だ
の
運
動

し

．榛
　

Ｈ
月
“
ａ

（
士

）
午
後
、

翠
珀
学
維
持
圭
犠
牲
考

□
家
鱗

ぶ
僣
請
家
奪
求
同
盟

和
歌
山
県

き
本
卸
創
ｉ
３θ
風
年
き
だ
澄
邁

機
会
が
華
月
殿
て
開
か
ね
ま
し

懇
ね
い
て
で
し
た
げ
、
エ
ネ
レ

翼
羅
諾
駆

軸ｔお
ｔ
しろ
い許̈
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〓
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仲
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５
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キ
）
５
の
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質
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ま
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、
ル
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に
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彫
力
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輝
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ｔ
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２
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え
Ｋ
７
Ｋ
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‘
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ω
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．
戦
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す
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シ
‐
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で
の

総

華
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い
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〓
ん

日
本
共
産

靖
壼
縫
替
増
の
歴
史
■
手
に

日
日
“
日
、
珀
守
維
持
義

犠
牲
者
回
象
賠
確
霊
采
同
盟

（
日
賠
日
盟
）
紳
歌
山
県
末

岬
創
上
つ
周
年
艶
念
じ
セ
プ

シ
ョ
ン
で
、
あ

し、
さ
つ
た
さ

せ
て
い
た
む
き
ま
し
た
。
戦

ユ制
、
「
戦
争
反
封
」
と
一言
っ
た

世
け
で
髪
ギ
・拷
閉
，嗜
想
さ

水
た
時
村
が
あ
り
ま
し
た
。
今

が
け
で
戦
争
に
反
対
し
た
ち
た

ち
、
軍
曰
主
義
に
抵
抗
し
魯
需

気
よ
Ь
方
た
ち
６
た
に
か
い
に

よ
ぅ
て
、
い
ま
い
平
理
二
漱
伊

つ
＜
ら
索
た
め
た
こ
島
い
ま
す
。

か

っ
て
国
民
を
晨
略
戦
争

Ｆ
駆

り
立
て
た
む
っ
呼

今
‐
ウ
住

政
縫
―こ
よ
っ
て
同
じ
曽
気
が
つ

＜
ら
れ
よ
う
ご
し
て
い
ま
立

昨
日
、
息
子
に
「
ユ
ワ
パ
イ

ド
ウ
メ
イ
つ
て
何
？
」
ヒ
闇

が
ネ
ま
し
た
。
５
ど
ｔ
ｔ
ち

に
も
導
守
維
ヾ
導
の
購
実
ｔ

き
ち
ん
て
伝
え
て
い
ド
ル
け

ね
げ
と
β
♂
ま
し
た
。
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